
様式第19（第１条関係） 

 

地域医療支援病院業務報告書 

令和６年９月２０日  

愛知県知事殿 

開設者 住 所 愛知県知多市三反田3丁目1番地の2  

 

氏 名 西知多医療厚生組合         

管理者 宮島 壽男         

 

 下記のとおり、令和５年度の業務に関して報告します。 

記 

１ 病院の名称等 

 
名 称  公立西知多総合病院 

 

 
所 在 地  愛知県東海市中ノ池三丁目１番地の１ 

 

診 療 科 名  

内科、呼吸器内科、消化器内科、循環器内科、腎臓内科、脳神経内科、 

血液内科、糖尿病内分泌内科、小児科、外科、呼吸器外科、消化器外科、 

血管外科、乳腺外科、緩和ケア外科、脳神経外科、整形外科、皮膚科、 

泌尿器科、産婦人科、眼科、耳鼻咽喉科、精神科、リハビリテーション科、 

放射線診断科、放射線治療科、病理診断科、形成外科、歯科口腔外科、 

救急科、麻酔科、リウマチ科 

 
病 床 数 

精  神 感 染 症 結  核 療  養 一  般 合  計 

    ４６８床 ４６８床 

２ 施設の構造設備 

 施   設   名 設     備     概     要 

 

集 中 治 療 室 
（主な設備） 

 経皮的心肺補助装置、大動脈内バルーンパンピング、除細動器、 
 心電図モニター装置、人工呼吸器、血液浄化装置 
                          病床数８床 

 

化 学 検 査 室 

（主な設備） 
 多項目生化学自動分析装置、全自動化学発光免疫測定装置、 
 ｸﾞﾘｺﾍﾓｸﾞﾛﾋﾞﾝ分析装置、全自動血液凝固分析装置、 
 血検査装置、血液ｶﾞｽ分析装置、ＲＯ水純水製造装置、 
グルコース分析装置、全自動化学発光酵素免疫測定装置 

 
 

細 菌 検 査 室 
（主な設備） 

 全自動血液培養装置、微生物感受性分析装置、システム生物顕微鏡、 
 落射式蛍光顕微鏡、ｵｰﾄｸﾚｰﾌﾞ、自動ｸﾞﾗﾑ染色装置、細菌用遠心機、 
 感染管理支援システム、JANIS報告システム、質量分析装置 

 

病 理 検 査 室 
（主な設備） 

 病理検査システム、自動染色装置、密閉式自動固定包埋装置、 
 自動細胞収集装置、自動ｶﾞﾗｽ封入装置、自動免疫染色装置、 
 ﾊﾟﾗﾌｨﾝ包埋ﾌﾞﾛｯｸ作成装置、凍結標本作製装置 



 

病 理 解 剖 室 
（主な設備） 

 感染防止対策L型解剖台、臓器計吊下げ式(ﾃﾞｼﾞﾀﾙ)、 
 重量計測機付ストレッチャー、ラミナフローユニット、標本保管棚 
 光触媒環境浄化装置、遺体冷蔵庫(2体用)、臓器撮影装置 

 
研 究 室 （主な設備） 

 電子カルテ端末 

 講 義 室 室数 １室    収容定員 １４０人 

 図 書 室 室数 １室    蔵書数  ３，３００冊程度 

 
救 急 用 又 は 患 者 
搬 送 用 自 動 車 

（主な設備） 
  乗降用スロープ、車椅子固定装置 

保有台数１台  

 
医薬品情報管理室 〔専用室の場合〕   床面積 ６４．９６㎡ 

〔共用室の場合〕      室と共用 
 

 
備考１ 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とする。 

２ 規則第９条の２第１項各号に掲げる事項を記載した書類を添付すること。 



別紙１ 

 

紹介患者に対する医療提供及び他の病院又は診療所に対する患者紹介の実績 

 

 

 

１ 算定期間  令和５年４月１日 ～ 令和６年３月３１日 

 

 

２ 紹介率     ％ （資料１－１） 

 

 
紹 介 患 者 の 数 

（Ａ） 
初  診  患  者  の  数 

（Ｂ） 
紹   介   率 

（Ａ／Ｂ×１００） 

 

 
９，３１０人 １３，０４８人 ７１．３％ 

 

 

３ 逆紹介率    ％ （資料１－２） 

逆 紹 介 患 者 の 数 
(Ｃ) 

初 診 患 者 の 数 
(Ｂ) 

逆  紹  介  率 
(Ｃ／Ｂ×１００) 

１３，７４２人 １３，０４８人 １０５．３％ 

 

※１ 各人数については、前年度の延べ人数を記入すること。 

※２ 紹介率及び逆紹介率は、小数点以下第１位まで記入すること。 

※３ 紹介率が80％以上であることを承認の要件とする場合で、紹介率が65％以上80％未満の病院に

あつては、今後、２年間で紹介率を80％以上とするための具体的な年次計画を明らかにする書類

を添付すること。 

 備考 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とする。 

 



別紙２ 

     
共同利用の実績 

（地域の医療従事者による診療、研究又は研修のための利用） 

 

 
 

１ 共同利用の実績 （資料２－１、資料２－２） 

・共同利用を行った延べ医療機関数         １，４０５件 

・申請者と直接関係のない医療機関の延べ医療機関数 １，４０５件 

・共同利用に係る病床の病床利用率          ０．７７％ 

※ 下記２－④（図書室等）については、実績なし。 

 

２ 共同利用の範囲等 

 ① 画像検査機器 

ＣＴ（単純）検査、ＭＲＩ（単純）検査、胃透視検査（ＵＧＩ）、Ｘ線骨密度検査、 

マンモグラフイー検査、歯科インプラントＣＴ検査、歯列矯正セファロＸ－Ｐ検査 

 ② 生理検査機器 

超音波検査（心臓・腹部・頚動脈）、長時間記録心電図（ホルター心電図）、 

長時間記録血圧計（ＡＢＰＭ）、脳波検査、肺機能検査、血圧脈波検査（PWV/ABI） 

 ③ 開放型病床 

５床 

 ④ 図書室、会議室（講堂）、研究室 

 

３ 共同利用の体制 （資料２－３、資料２－４） 

 共同利用に関する規程 ○有   ・  無  

 
利用医師等登録制度の担当者 

氏  名   

 職  種 事務  

 ※３ 共同利用に関する規程がある場合には、当該規程の写しを添付すること。 

 

４ 登録医療機関の名簿 

 
 医 療 機 関 名 開設者名 住         所 主たる診療科 申請者との経

営上の関係  
 

  ２２０医療機関 （資料２－５）  

 ※４ 申請に係る病院と同一の２次医療圏に所在する医療機関についてのみ記入すること。 

 

５ 常時共同利用可能な病床数  ５床 

 

 備考 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とする。 



別紙３ 

 
救急医療提供の実績 

 

１ 重症救急患者の受入れに対応できる医療従事者の確保状況 

 № 職   種 氏     名 勤  務  の  態  様 勤 務 時 間 備  考  

 
 （資料３－１） 

 

 

 

 
２ 重症救急患者のための病床の確保状況  

  優先的に使用できる病床 名称（ＩＣＵ        ） ８床   

  専用病床 名称（救急病棟       ）１２床  

 ※ 一般病床以外の病床を含む場合は、病床区分ごとに記入すること。 

 

 

３ 重症救急患者に必要な検査又は治療を行うために必要な診療施設の概要 

 
施   設   名 床 面 積 設   備   概   要 24時間使 

用の可否 
 

 
 （資料３－２） 

 

 

  ４ 救急医療の提供の実績 （資料３－３） 

 救急用又は患者搬送用の自動車により搬入し

た救急患者の延べ数 
５，０９２人（２，０５９人） 

 

 
上記以外の救急患者の延べ数 １３，９９１人（１，９８８人）  

 合計 １９，０８３人（４，０４７人）  

※（   ）内には、それぞれの患者数のうち入院を要した患者数を記載すること。 

 

５ 保有する救急用又は患者搬送用の自動車の出動回数  ０回 

 

６ 備考 

① 救急病院の認定（令和３年５月１日認定） 

② 第２次救急医療施設 

※特定の診療科において、重症救急患者の受入れ体制を確保する場合は、その旨を記入すること。 

既に、「救急病院等を定める省令」（昭和３９年厚生省令第８号）に基づき知事の救急病院の認定を
受けている病院及び「救急医療対策の整備事業について」（昭和５２年７月６日付け医発第６９２号厚
生省医務局長通知）に基づき救急医療を実施している病院にあつては、その旨を記入すること。 

 備考 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とする。



別紙４ 

 
 地域の医療従事者の資質の向上を図るための研修の実績   

 

１ 研修の内容 

・医学、薬学など医療に関する研修会、講習会、講演会、セミナー、シンポジウム、勉強会等 

・地域の医療等を含めた症例検討会 

・臨床病理検討会 

・その他医療従事者の資質の向上を図るための研修 

 

２ 研修の実績 （資料４－１） 

（１）地域の医療従事者への実施回数 １３回  

（２）（１）の合計研修者数 
３７８人  

（院外参加者１６４人） 

※ 研修には、当該病院以外の地域の医療従事者が含まれるものを記入すること。     

（２）には、前年度の研修生の実数を記入すること。 

 

３ 研修の体制 

 (１) 研修プログラムの有無   ○有・無 （資料４－２－１、４－２－２） 

 (２) 研修委員会の有無     ○有・無 （資料４－２－３） 

 (３) 研修指導者 

 

 氏       名  職  種  診 療 科  役 職 等 
臨 床 経 験 
年   数 備     考 

 （資料４－３） 

 ※ 研修責任者については、備考欄にその旨を記入すること。 

 

４ 研修実施のための施設及び設備の概要 

施   設   名  床 面 積 設    備    概    要 

講   堂 202.31 ㎡ 

（主な設備） 

ＡＶシステム、ＬＡＮ配線、プロジェクター、 

スクリーン、講演台、ホワイトボード、机、椅子 

第１会議室 26.59 ㎡ 
（主な設備） 

ＬＡＮ配線、机、椅子、ホワイトボード 

 

 備考 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とする。 



別紙５ 

  

診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の体系的な管理方法 

  

１ 管理責任者等 

 氏 名 職 種 役 職 等 

 

管 理 責 任 者 の 

氏名、職種、役職等 
 医師 院長 

管 理 担 当 者 の 

氏名、職種、役職等 

 事務 企画課長 

 事務 管理課長 

 事務 医事課長 

  事務 患者サポートセンター課長 

２ 諸記録の保管場所及び分類方法 
 

 保 管 場 所 分  類  方  法  

診療に関する諸記録 

病 院 日 誌 、 各 科 診 療 日 誌 、 処 方 せ ん 、

手 術 記 録 、 看 護 記 録 、 検 査 所 見 記 録 、  

エ ッ ク ス 線 写 真 、 紹 介 状 、 退 院 し た 患

者 に 係 る 入 院 期 間 中 の 診 療 経 過 の 要 約  

①管理課 

②看護管理室 

③医療情報課 

サーバー 

（院内処方せんは、

診療情報管理室） 

日付順 

患者、ID、診療録とし

て電子的保存 

（院内処方せんは、原

本を日付順） 

 

病院の管理及び運

営に関する諸記録 

共同利用の実績 地域医療連携部門   

救急医療の提供の実績 医事課   

地域の医療従事者の資質の向上を図る

ための研修の実績 

管理課 

（教育研修委員会事務局） 

  

閲覧の実績 地域医療連携部門   

紹介患者に対する医療提供及び他の病

院又は診療所に対する患者紹介の実績

の数を明らかにする帳簿 

地域医療連携部門 

  

※ 「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての管理方

法の概略を記入すること。 

 備考 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とする。 



別紙６ 

  

診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法

及び閲覧の実績 

  

閲 覧 責 任 者 

氏 名 職 種 役 職 等 

 医師 
患者サポート 

センター長 

閲 覧 担 当 者 

氏 名 職 種 役 職 等 

   事務 
患者サポート 

センター課長 

閲 覧 場 所  地域医療連携部門（外部医師控室） 

総 閲 覧 件 数 
医  師 歯科医師 

地方公共 

団  体 
そ の 他 合  計 

３５７件  ３５７件

閲 覧 手 続 の 概 要 

① 西知多総合病院に来院しての閲覧 

・閲覧希望者は、閲覧希望日の３日前までに電話等により 

地域医療連携部門へ連絡して、閲覧する旨を申し出る。 

・閲覧希望者は、地域医療連携部門にて、閲覧簿に必要事項を

記載する。 

・電子カルテは、地域医療連携部門の端末を用いて閲覧する。 

・紙カルテは、診療情報管理室に連絡し取り寄せる。 

・個人情報保護のため、カルテの閲覧は、必ず地域医療連携部

門職員の立ち会いのもと行う。 

② 知多半島医療連携ネットワークによる閲覧 

・閲覧希望者は対象の患者から、カルテ公開同意書により、 

カルテを閲覧する旨の同意を得る。 

・地域医療連携部門職員は、FAX等によりカルテ公開同意書を

受付後、システムにてカルテ公開の処理を行う。 

・知多半島医療連携ネットワークはIPsec-VPN等により、 

セキュリティを担保した通信を行っている。 

費用負担：原則、費用は求めない。 

受付時間：平日８：３０～１７：１５とする。 

 
 備考 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とする。 



別紙７ 

  

医療法施行規則第９条の１９第１項に規定する委員会の開催の実績 

 

委員会委員名簿 （資料５－１） 

出欠表 （資料５－２） 

 

１ 委員会の開催回数  ４回 

 

２ 委員会における議事の概要 

○令和５年度第１回公立西知多総合病院地域医療連携協議委員会 議事録 （資料５－３） 

【日 時】令和５年７月２６日（水）午後２時００分から午後２時５０分まで 

【場 所】公立西知多総合病院第２会議室(Webを併用して開催) 

【出席者】１４人 

【議 題】（１）当院の現状と取り組みについて 

（２）地域医療支援病院業務の実施状況について 

（３）病診連携に関するアンケート集計結果について 

 

○令和５年度第２回公立西知多総合病院地域医療連携協議委員会 議事録 （資料５－４） 

【日 時】令和５年１０月５日（木）午後２時００分から午後２時５０分まで 

【場 所】公立西知多総合病院第２会議室(Webを併用して開催) 

【出席者】１５人 

【議 題】（１）当院の現状と取り組みについて 

（２）地域医療支援病院の実施状況について 

 

○令和５年度第３回公立西知多総合病院地域医療連携協議委員会 議事録 （資料５－５） 

【日 時】令和５年１２月２７日（水）午後２時００分から午後３時００分まで 

【場 所】公立西知多総合病院第２会議室(Webを併用して開催) 

【出席者】１８人 

【議 題】（１）当院の現状と取り組みについて 

（２）地域医療支援病院業務の実施状況について 

 

○令和５年度第４回公立西知多総合病院地域医療連携協議委員会 議事録 （資料５－６） 

【日 時】令和６年３月２２日（金）午後２時００分から午後３時００分まで 

【場 所】公立西知多総合病院第２会議室(Webを併用して開催) 

【出席者】１８人 

【議 題】（１）当院の現状と取り組みについて 

（２）地域医療支援病院業務の実施状況について 

備考 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とする。 



別紙８ 

  

患者相談の実績  

  

患者相談を行った場所 患者サポートセンター各種相談窓口（相談室等） 

患 者 相 談 担 当 者 

氏 名 職 種 役 職 等 

  他３名 医療ソーシャルワーカー（MSW） 

            事務  総合相談担当 

       他１名  看護師 総合相談担当 

 他３名  看護師 医療安全担当 

 他１２名 看護師 認定看護師 

患 者 相 談 件 数 
９，６１３件 

〇相談対応事例の記録 （資料６） 

患者相談の概要 

１ 医療福祉相談      ９，２２３件 

① 心理社会的問題      ４６３件 

② 退院支援       ８，６８４件 

③ 受診受療援助     １，５４８件 

④ 経済的問題        ７８４件 

⑤ 家族への支援       ３９６件 

⑥ 社会復帰援助        ５７件 

※ １件に対し、複数項目で計上している場合 

があるため、内訳の合計件数と総件数が不 

一致となります。 

 

２ がん相談          ２０６件 

３ 看護相談           ４２件 

① 皮膚・排泄ケアに関する相談  １件 

② 緩和ケアに関する相談     ０件 

③ 摂食・嚥下に関する相談    １件 

④ 乳がんに関する相談      ０件 

⑤ がん性疼痛に関する相談    ０件 

⑥ がん化学療法に関する相談   １件 

⑦ 脳卒中に関する相談      ０件 

⑧ 認知症に関する相談     ３４件 

⑨ 手術看護に関する相談     ０件 

⑩ 慢性呼吸器疾患に関する相談  ５件 

 

４ 患者相談          １４２件 

① 療養に関する相談     １１４件 

② 医療安全に関する相談     ２件 

③ 苦情            ２６件 

   
備考 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とする。 



別紙９ 

  

居宅等における医療の提供の推進に関する支援の状況  

  

居宅等医療提供施設等における連携の緊密化のための支援等の実績 

・患者サポートセンターを設置し、センター内の患者支援部門・総合相談部門の看護師や社会福祉士

（ＭＳＷ）が、入院前から退院後の生活を見据えて支援する在宅療養支援の窓口及び連携医療機

関、介護事業者等との連携の窓口として対応。 

・地域ケア会議、訪問看護ステーション事業者との連携会議等に参加し、情報共有を実施。 

・在宅医療を支援するために、認定看護師が訪問看護ステーション訪問看護師との同行訪問を実施。 

・在宅療養後方支援病院（施設基準届出済）として在宅医療を行う診療所と連携し、増悪時には速や

かに在宅療養患者の入院受入れ支援。（登録患者の現況把握のため定期的に在宅療養担当医と連絡

をとっている。） 

・当院構成市が運用する在宅医療・介護連携ネットワーク（ちた梅子ネットワーク・東海へいしゅう

くんネットワーク）に参加し、参加メンバーとの協力のもと在宅療養患者支援に寄与。 

医療を受ける者又は地域の医療提供施設に対する情報の提供の実績 

・患者サポートセンターで毎月１回「患者サポートセンターだより」を発行し、地域の医療機関等に

送付。 

・広報・図書委員会で年４回「病院だより」を発行、地域の医療機関に送付するとともに院内及び東

海・知多両市の保健センターで配布。 

・毎年、「診療案内」（冊子）を更新し、地域の医療機関に送付。 

・随時、地域の医療機関を訪問。 

・市民公開講座の開催（慢性腎臓病市民公開講座、緩和ケア市民公開講座） 

・地域の診療所（登録医）ＭＡＰを作成し、ＨＰ掲載及び院内での紙面配布を実施。かかりつけ医に

関する相談にも活用。 

・地域の医療従事者が参加できる学術講演会等の開催。 

その他居宅等における医療の提供の推進に関し必要な支援の実績 

・地域医療連携協議委員会、病病連携会議の定期開催 

・在宅療養後方支援病院（施設基準届出済）として、増悪時に当院への入院を希望する在宅療養患者

を登録し、在宅療養を提供する診療所のバックアップ体制をとっている。 

 

備考 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とする。



別紙１０ 

  

その他地域医療支援病院に求められる取組みの状況  

  

１ 連携体制を確保するための専用の室、担当者 

 
専 用 の 室 の 名 称 地域医療連携部門（患者サポートセンター内） 

担 当 者 
氏 名 職 種 役 職 等 

 事務 患者サポートセンター課長 

  
 ２ 病院の機能に関する第三者による評価 

 
評 価 を 行 つ た 機 関 名 公益財団法人 日本医療機能評価機構 

評 価 を 受 け た 時 期 
認定期間 ２０２３年２月２日～２０２８年２月１日 

（資料７－１） 

 
３ 退院調整部門の取組 

  退院調整部門の実績 

・患者サポートセンター内に患者支援部門を設置し、入院前から退院後まで切れ目なく多職種協働で

患者へのサポートを実施。 

・看護師や社会福祉士（ＭＳＷ）等が、退院後の生活を見据えて入院前から支援を実施。 

・内服薬、食事、リハビリ、医療・介護・福祉に関する相談を実施。 

・地域住民の生活を支える「在宅療養支援チーム」（在宅療養患者を共同で支援する医療・介護スタ

ッフ）の窓口として対応を行った。 

・地域ケア会議等に参加し、在宅療養支援チームと情報共有、連携を図った。 

・在宅医療を支援するために、認定看護師や退院支援看護師が訪問看護師と同行訪問を実施。 

・在宅療養後方支援病院として、緊急時に当院への入院を希望する患者登録、在宅療養担当医との定

期連絡等の実施。 

  
 

４ 地域連携を促進するための取組みの実績 

 策定した地域連携クリティカルパスの種類・内容 

・脳卒中地域連携パス、大腸癌地域連携パス、胃癌地域連携パス、乳癌地域連携パス 

地域連携を普及させるための取組み 

・地域の回復期病院の意見を最大限取り入れて、院内の体制を構築した。地域の病院間で１回／月

病病連携会議の開催及び隔月で当院から転院した患者の症例検討会を実施し、意見交換の場を設

け今後に反映していく。 

  
 

５ 病院が果たしている役割に関する情報発信の実績 



 情報発信の方法 

・患者サポートセンターで毎月１回「患者サポートセンターだより」を発行、地域の医療機関に送

付。 

・広報・図書委員会で年４回「病院だより」を発行、地域の医療機関等に送付、当院内及び東海・知

多両市保健センターで配布。 

・年１回、診療案内（冊子）を更新、地域の医療機関に送付。 

・随時、地域の医療機関を訪問しＰＲ。 

・市民公開講座の開催。 

・地域の登録医ＭＡＰを作成し、ＨＰ掲載、院内配布。かかりつけ医の選択に資する情報ＰＲの実施 

・ホームページへの情報掲載。 

内容等の概要 

・急性期医療を担う地域の中核病院としての役割、地域完結型医療推進のための役割分担、病診連携

システム活用の推奨、かかりつけ医をもつことの意義と推奨など 

  

備考 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とする。 


